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福　岡　県　遠　買　郡

水　巻　町　発　行
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〝
お
に
は
外
、
ふ
く
は
内
″
　
二
月

三
日
は
節
分
　
－
。
こ
の
日
は
、
各
家

庭
で
豆
を
ま
き
家
に
幸
福
を
呼
び
よ
せ

ま
す
。節

分
と
は
、
立
春
の
前
日
の
夕
薯
に

外
　
ふ
　
く
は
内

柊
（
ひ
い
ら
ぎ
）
の
枝
に
鰯
（
い
わ
し

）
の
頭
を
刺
し
た
も
の
を
戸
口
に
立
て

鬼
打
豆
と
称
し
て
炒
っ
た
大
豆
を
ま
き

意
鬼
を
お
っ
ば
ら
い
、
幸
福
な
春
を
迎

え
る
行
事
で
す
。

こ
こ
第
三
保
育
園
で
も
二
月
三
日
、

豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち

で
作
っ
た
鬼
の
面
を
つ
け
、
先
生
た
ち

の
ま
く
豆
に
大
は
し
ゃ
ぎ
で
、
園
内
を

逃
げ
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

1
月
2
5
日
号
の
5
貫
、
円
ゲ
ラ

の
中
で
、
歳
出
「
5
1
億
4
、
6

4
万
円
」
と
な
っ
て
お
り
ま
Ｌ

が
、
「
5
1
億
3
9
0
万
円
」
の

り
で
す
。
訂
正
し
お
わ
び
い
た

ま
す
。
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固定資産税の第　4　期分納期は　3　月1日　ま　で
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▽
あ
な
た
の
投
票
所
は

入
場
券
で
確
か
め
て
△

投
票
所
入
場
券
に
、
あ
な
た
が
投
票

で
き
る
投
票
所
を
記
載
し
て
お
り
ま
す

特
に
、
今
年
転
居
（
一
月
十
八
日
以

降
尾
出
）
さ
れ
た
万
は
、
投
票
所
を
確

認
さ
れ
、
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ハ
ガ
キ
は
現
住
所
に
送
っ
て

い
ま
す
が
、
一
月
十
八
日
以
降
に
町
内

転
居
届
出
さ
れ
た
方
は
、
旧
住
所
の
投

要
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
投
票
所
入
場
券
は
2
月
1
3

日
ま
で
に
郵
送
△

投
票
所
入
場
券
は
投
票
日
（
二
月
十

四
旦
）
前
日
ま
で
に
、
あ
な
た
の
と
こ

投票時間午前7時～午後6時

投 票 所 場　　 所 地　　 区　　 名

第1 投票所
伊左座小学校

立屋敷、伊左腹 、みず

ほ団地、二、二町住、

サニーニュータウン、

講　 堂 下二、下二町住、入江

興産社宅、林住宅、野

間町住

第2投票所 第 2 保 育 園
吉田ノー、吉田ノ二、

吉田団地、イワゼ町住

第3投票所
身 体障 害 者 吉田ノ三、美吉野団地、

福祉センター 緑風園団地、鯉口団地

第4 投票所 町 民　 会 館

頃末、みずま．き苑、松

栄荘団地、机、高尾団

地、二社区

第5 投票所
水 巻 中学 校 古賀、新生街、梅 ノ木

体 育 館 団地、古賀区

第6投票所
高　松　団　地 高松団地、高松区、梅

集 会 所 ノ木区

第7投票所
猪熊 小 学校 樋口、猪熊、麺熊吋住、

講　 堂 おかの台

ろ
へ
郵
送
し
ま
す
。
も
し
入
場
券
を
な

く
さ
れ
た
方
、
ま
た
何
ら
か
の
理
由
で

入
場
券
が
お
手
も
と
に
届
い
て
い
な
い

と
き
は
、
投
票
当
日
に
印
鑑
を
持
っ
て

投
票
所
の
事
故
係
に
そ
の
旨
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

▽
ハ
ガ
辛
は
一
人
づ
つ
切
り

取
っ
て
下
さ
い
△

一
枚
の
ハ
ガ
キ
は
Ｊ
あ
な
た
の
家
庭

の
四
人
分
の
入
場
券
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
投
票
所
に
お
い
で
に
な
る
時

は
、
各
人
の
分
を
切
り
取
り
線
か
ら
必

ず
切
り
取
っ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

Ｉ
つ

よし放 追
～
≡
≡
～
覚
　
せ
　
い
　
剤

恐
ろ
し
い
白
い
粉
「
覚
せ
い

剤
」
、
昭
和
五
十
六
年
中
の
県
内

の
党
せ
い
剤
乱
用
に
よ
る
事
件
の

検
挙
者
は
、
千
百
七
十
一
人
と
昨

年
よ
り
三
百
四
十
人
の
増
加
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
少
年
が

百
六
十
三
人
、
婦
人
が
百
五
十
六

人
を
占
め
、
一
般
市
民
層
か
ら
育

少
年
、
婦
人
層
へ
と
浸
透
し
て
お

り
ま
す
。

覚
せ
い
剤
の
中
毒
に
な
る
と
、

「
人
の
顔
が
化
物
に
み
え
る
」
、

「
自
分
を
殺
そ
う
と
誰
か
が
狙
っ

て
い
る
」
等
の
幻
覚
、
も
う
憩
が

現
わ
れ
、
ま
た
覚
せ
い
剤
の
入
手

資
金
を
得
る
た
め
に
、
強
盗
、
恐

か
つ
、
窃
盗
、
売
春
又
は
殺
人
、

傷
害
、
放
火
等
の
犯
罪
を
犯
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

他
人
事
と
思
わ
ず
皆
な
で
協
力

し
て
恐
ろ
し
い
覚
せ
い
剤
を
追
放

し
よ
ー
つ
。
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国
民
年
金
保
険
料
は
必
ず

そ
の
月
末
ま
で
に
納
付
下
さ
い

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ

ん
と
、
万
一
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
、
ご
主
人
を
亡
く
し

た
り
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
、

障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
老
齢
年
金
さ
え

も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
き
が
あ
り
ま

′す。
ま
た
、
強
制
加
入
の
方
で
、
も
し
生

活
が
苦
し
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難

／

な
場
合
は
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
免
除
期
間
中
も
国
民
年
金
の

受
給
権
利
は
そ
の
ま
ま
保
障
さ
れ
ま
す

口
座
撮
替
の
ご
利
用
を
1
－
－
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。
詳

し
く
は
、
役
場
年
金
係
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

も手を出すな　甘い言葉　と　白　い粉、　　覚せい剤乱用防止標語
銀賞　高田　刷（水巻町吉田）
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住
民
税
・
国
保
税
の
申
告
は

3

月

1

5

日

ま

で

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

の
時
親
が
や
っ
て
釆
ま
し
た
。

敦
当
者
は
、
三
月
十
五
日
（
月
曜
）

の
申
告
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告
を
し
て

下
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人

所
得
税
の
礁
定
申
告
を
提
出
し
な
い

人
で
も
、
次
の
方
は
住
民
税
、
国
保
税

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
営
業
者
　
　
①
農
業
者

⑨
外
交
員
、
ホ
ス
テ
ス
な
ど
自
由
業
者

④
家
賃
な
ど
不
動
産
に
よ
り
生
計
さ
れ

て
い
る
者

⑤
大
工
、
左
官
業
者

⑤
日
雇
な
ど
日
給
者

①
年
金
、
恩
給
を
受
け
て
い
る
者

⑧
給
与
所
得
者
で
住
民
税
を
給
与
か
ら

天
引
さ
れ
て
い
な
い
者

申
告
と
納
税
相
談
日
程

町
で
は
、
次
の
日
程
で
申
告
と
納
税

相
談
を
行
い
ま
す
。

◎
時
間
　
9
時
か
ら
1
6
時
ま
で

◎
場
所
　
役
場
東
別
館

〔
グ
ラ
ン
ド
横
）

2
月
1
6
日
　
二
野
間
町
住
、
二
町
住
、

下
二
町
住
、
吉
田
田
地

2
月
1
7
日
．
吉
田
イ
ワ
ゼ
町
住

垣
添
町
住
、
高
松
団
地

2
月
1
8
日
　
鯉
口
田
地
、
猪
熊
町
住
、

立
屋
敷
、
伊
左
座
、
み
ず
ほ
団
地

サ

ニ

ー

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン

2
月
1
9
日
　
二
、
下
こ
、
入
江
興
産
、

林
住
宅
、
吉
田
一
、
吉
田
二

2
月
2
2
日
　
吉
田
三
、
緑
風
園
、
美
吉

野
団
地
、
松
栄
荘
、
水
巻
苑

2
月
2
3
日
　
頃
末
、
机
、
古
賀
、

新
生
衝
、
高
尾
団
地

2
月
2
5
日
　
二
祉
区
、
お
か
の
台

樋
口

2
月
2
6
白
　
梅
ノ
木
団
地
、
猪
熊

農
業
所
得
の
あ
る
方

3
月
1
日
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二
、

下
二

3
月
2
日
　
苫
田
一
、
吉
田
二
・
、
苦
悶

三
、
頃
末
、
机

3
月
3
日
　
古
賀
、
樋
口
、
猪
熊

納税申告・相談場所

◎抽飴［＝コ ［コ

囲 回
射餌
場 ［コ

回

□ 玄関

－

一
折
尾
電
報
電
話
局
か

－

ら
の
お
知
ら
せ

2
月
1
日
か
ら
次
の
と
お
り
電

話
番
号
が
変
り
ま
し
た
。

◎
電
話
の
新
設
・
移
転
等
の
阻
い

合

せ

6

0

1

・

0

0

0

0

番

（

旧

6

0

1

・

1

0

0

0

番

）

◎
電
話
料
金
の
問
い
合
せ

6

9

1

・

2

0

0

0

番

難
3
月
、
4
月
は
引
越
し
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
電
話
の
移
転
は
早
め
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
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ｌ
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」

で

「

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

3

月

1

5

日

ま

で

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
の
期
限

は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
も
う
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
か
ら
、

早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
啓
は
、
記
載
例
な
ど
を
参

考
に
し
て
、
自
分
で
記
入
し
て
投
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
と
納
税
の

こ
と
で
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
と
き
は

税
務
署
や
役
場
の
納
税
相
談
会
場
又
は

税
理
士
会
の
無
料
申
告
相
談
会
場
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

－　　　　　　　　　　－　　．　　　　　　　　　、　．　　　　　　　ノー

納
税
は
便
利
で
安
心
な
ク
振
替
口
座
″
を

肝、ノ竃こィ′ｔニゾ‾ここＣ鈍こご′こ一ニ‾ジ1こねゴ、

固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税
の
納
税

に
は
便
利
で
、
安
心
な
〝
口
座
振
替

制
度
″
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
と
は
…
…
…

金
融
機
関
が
あ
な
た
に
か
わ
っ
て

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

納
税
す
る
し
く
み
で
す
。

便
利
さ
と
は
・
…
…
・
・

◎
納
税
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
お
出
か

け
に
な
る
手
間
が
は
ぶ
け
ま
す
。

0
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
余
分

な
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
払
う

こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
出
来
る
金
融
機
関
は
…

。
遠
賀
借
用
金
庫
（
本
店
、
梅
ノ
木

中
間
、
折
尾
、
遠
津
川
の
支
店
）

。
福
岡
銀
行
（
折
尾
支
店
、
梅
ノ
木

支
店
、
中
間
支
店
〕

。
西
日
本
相
互
銀
行
（
折
尾
支
店
、

中
間
支
店
）

。
遠
賀
郡
農
業
協
同
組
合
水
巻
支
所

手
鏡
は
簡
単
で
す
…
・
…
‥

右
記
の
金
融
機
関
か
役
場
納
税
係

に
納
税
通
知
書
と
預
金
口
座
使
用
の

印
銘
及
び
通
帳
を
お
持
ち
に
な
れ
ば

簡
単
に
で
き
ま
す
。

『
ｉ
ｌ

■■■■■■■■ｔ■■■■■＿■■■＿●■■■■■ｔ■■ｌ
■

＿■■■■＿Ｍ
ｔ

ｌｐう　き

－瀬　勇希　ちゃん
昭和56年4月21日生

（票撃）きんの朗

言葉も出始め一人歩きもでき享

るようになり、一段といたずら童

が激しくなりました0勇ましく亘

希望のある人生をと願います。
■

（吉田団地74枚）！

童　須本　菜呈ちゃん
昭和56年2月27日生

（芸美窪）さんの次男

自分の名前を呼ばれると、さ

っと右手をあげます。指しゃぶ

りがくせですが、保育園の学習

発表会で「アア」「ウウ」と迷演技

毒　を披露しました（吉周イワゼ）

冬山歩く心にいつも火の用心も　〔春の書胃益誉票芳警告地中〕
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一
月
二
十
四
日
、
水
巻
町
勤
労
青
少

年
セ
ン
タ
ー
で
第
二
回
水
巻
町
剣
道
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
三
段
以
下
の
部
◇

優
　
勝
　
黒
木
三
郎
　
三
段

準
優
勝
　
工
藤
寛
之
　
二
段

◇
四
段
以
上
の
部
◇

優
　
勝
　
清
水
昭
徳
　
四
段

準
優
勝
　
永
野
勝
久
　
五
段

◇
南
北
対
抗
戦
◇

十
一
人
の
勝
ち
抜
き
戦
で
、
南
部

が
優
勝
し
ま
し
た
。

お
面
－
ん
。
剣
道
選
手
権
大
会
風
景

寒さなんかふっ　とばせ．／

スポーツ少年団空手道

玄海灘で寒稽古

去
る
一
月
十
日
、
海
風
の
強
い
玄
海

灘
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
の
寒
稽

古
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
海
岸
に
は

男
女
三
十
六
名
の
団
員
が
集
ま
り
、
冷

た
い
海
水
に
首
ま
で
つ
か
り
、
歯
を
く

い
し
ぼ
っ
て
の
寒
稽
古
　
－
。

最
近
の
子
供
は
、
ひ
弱
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
子
ら
は
別
世
界
。

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
で

は
、
少
年
・
青
年
の
団
員
指
導
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
問
い
合
せ
は
木
村

（

能
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ま

で

寒
風
の
中
、
元
気
に
寒
稽
古
に
は
げ
む

チ
ビ
ッ
子
団
員
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冊刷酬

乳

　

ガ

　

ン

　

検

　

診

〝
3
0
歳
に
な
っ
た
ら
毎
月
一
回
は
自

己
検
査
を
し
ま
し
ょ
う
″

乳
ガ
ン
の
症
状
で
、
一
番
多
い
の
は

シ
コ
リ
で
す
。
し
か
も
痛
み
を
感
じ
な

い
た
め
に
、
初
期
の
う
ち
に
気
が
つ
か

な
か
っ
た
り
、
知
識
が
な
か
っ
た
た
め

に
発
見
が
遅
れ
て
手
遅
れ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

乳
ガ
ン
の
で
き
や
す
い
と
こ
ろ
は
、

乳
房
の
外
側
上
方
が
最
も
多
く
、
5
0
％

で
す
。
そ
の
他
、
で
き
や
す
い
頓
は
図

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
に
一

回
は
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
乳
ガ
ン
検
診
を
実
施

▽
日
時
　
2
月
2
4
日
　
1
3
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
二
階

（
農
協
の
と
な
り
）

▽
料
金
　
無
料

▽
定
員
　
5
0
名

※
県
立
遠
賀
病
院
よ
り
医
師
2
名
が
診

察
に
当
り
ま
す
。
な
お
電
話
で
の
申

込
み
は
役
場
衛
生
係
へ
　
（
晋
2
0
1

・
4
3
2
1
）

身

体

障

害

者

集
　
団
見
合

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で

は
、
集
団
見
合
を
次
の
よ
う
に
実
施
し

ま
す
。

▽
日
時
　
5
7
年
3
月
2
8
日

午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら

▽
場
所
　
福
岡
市
西
区
大
字
石
釜

福
岡
市
立
国
民
宿
舎
「
千
石
荘
」

▽
集
合
場
所
　
福
岡
市
中
央
区
六
本
松

2
－
2
2
「
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
」
　
（
千
石
荘
ま
で
貸
切
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
の
で
、
年
前
9
時
3
0
分
ま

で
に
集
合
の
こ
と
）

▽
参
加
費
用
　
無
料

▽
申
込
に
用
意
す
る
も
の

①
申
込
書
（
結
婚
相
談
所
に
電
話
下

さ
れ
ば
送
付
し
ま
す
）

⑧
戸
籍
謄
本
一
遇

⑨
印
か
ん
〔
申
込
香
の
所
定
の
と
こ

ろ
に
押
印
し
て
あ
れ
ば
不
要
）

④
写
真
　
二
枚
（
手
札
型
で
全
身
写

し
た
も
の
〕

⑤
申
込
先
　
福
岡
市
中
央
区
六
本
松

2
－
2
2
　
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
「
福
岡
県
身
体
障
害
者
結

婚
相
談
所
」
　
（
晋
0
9
2
・
7
5

1
・
3
2
3
9
）

▽
申
込
期
限
　
5
7
年
3
月
1
0
日

戦
傷
病
者
の
乗
車
券

引
換
証
の
受
付

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

万
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
乗
車
券
引

換
証
交
付
の
請
求
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
2
月
1
0
日
～
3
月
2
0
日

▽
受
付
場
所
　
役
場
社
会
諜
民
生
係

▽
持
っ
て
く
る
物

。
戦
傷
病
者
手
帳

。
印
鑑

～お　　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会に

ご寄贈がありました。

ご冥福をお祈りいたします。

癌頃　末　故三原隆城殿　三原車義殿

語ご　閃　＿三　　故小野徹一郎殿　　田辺　値憲殿

みずほ団地　　故西村　勝市殿　　西村チトセ殿

住宅金融公庫個人向け融資受付け申（3月1日まで）
詳しいことは、取扱金融機関でおたずね下さい。


